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10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

問 環境生活課
　 ☎096（232）2114

３
Ｒ
と
は

　
３
Ｒ
と
は
、
廃
棄
物
な
ど
の
発
生
を
抑
制
す
る（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
廃
棄
せ
ず
に
再
使
用
す
る（
リ
ユ
ー
ス
）、
別
の
用
途
と

し
て
再
利
用
す
る（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
頭
文
字
を
取
っ
た
３
つ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
の
総
称
で
す
。
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
、
再
生
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

な
ぜ
３
Ｒ
が
必
要
な
の
か

　
例
え
ば
、
燃
や
す
ご
み
の
量
が
多
い
と
、
焼
却
時
に
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
の
量
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
１

つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル
ミ
缶
、
ビ
ン
の
原
料
と
な
る

木
材
、
原
油
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
石
灰
石
な
ど
は
産
出
量
に
限
り
が

あ
る
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
ご
み
の「
減
量
化
」や
、
資
源
物
の「
再

使
用
化
」
お
よ
び
「
再
利
用
化
」
の
３
Ｒ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う

　
私
た
ち
が
出
す
ご
み
の
処
理
に
は
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

昨
年
度
の
燃
や
す
ご
み
排
出
量
は
１
人
当
た
り
約
１
５
６
㌔
に
も

上
っ
て
お
り
、
世
帯
当
た
り
の
ご
み
処
理
費
は
約
１
８
，
０
４
９
円

か
か
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
１
人
が
１
日
１
㌘
の
ご
み
を
減
ら
す
と
、

町
全
体
で
は
年
間
約
16
㌧
も
の
ご
み
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
み
を
出
す
前
に
『
ご
み
の
分
別
・
減
量
』
の
こ
と
を
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

菊陽町の昨年度家庭系ごみの排出量
※（　）内は１カ月１人当たりの排出量

令和６年度 昨年度比
人口 43,846人 0.08％

燃やすごみ 約6,835㌧ （約13㌔） －2.9％

空かん・空びん 約255㌧（約485㌘） －5.9％

紙類 約61㌧（約115㌘） －12.6％

布類 ･段ボール ･紙パック類 約88㌧（約167㌘） 5.3％

ペットボトル 約95㌧（約180㌘） －2.0％

容器包装プラ ･トレイ ･発泡スチロール 約194㌧（約368㌘） 0.3％

不燃物（特定品目含む） 約255㌧（約484㌘） －3.4％

粗大ごみ 約207㌧（約394㌘） 8.0％

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に　
　
　
　
　

補
助
を
し
て
い
ま
す

　
燃
や
す
ご
み
の
約
30
㌫
～
40
㌫
が
生
ご
み
と

い
わ
れ
て
お
り
、
生
ご
み
の
約
80
㌫
は
水
分
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
や
生
ご
み
処

理
容
器
を
購
入
し
た
人
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
の
た
め
に
も
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
補
助
金

⃝

補
助
金
額

　
購
入
代
金（
消
費
税
込
み
）の
２
分
の
１

　
※
限
度
額
３
万
円（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

※
ク
ー
ポ
ン
利
用
分
お
よ
び
送
料
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業
補
助
金

⃝

補
助
金
額

　
本
体
購
入
代
金（
消
費
税
込
み
）の
２
分
の
１

　

※
１
基
に
つ
き
限
度
額
５
千
円（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）

※
指
定
店
で
の
購
入
分
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
。
直
接
、
指
定
店
で
申
請
く
だ
さ
い
。

⃝

指
定
店

　
ハ
ン
ズ
マ
ン
菊
陽
店
、
Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
菊
陽
店

ごみを減らすためにできること
１．食材は買いすぎない
　買い物に行くときは、必要なものだけ買うよ
うにしましょう。

２．生ごみ処理機を使う
　生ごみ処理機は、生ごみの量を減らすことが
でき、さらに生ごみを肥料として再利用できる
という優れものです。生ごみによる嫌な臭いも
軽減されるため、ぜひ活用しましょう。

３．マイバック・マイボトルを持参しよう
　買い物の際はマイバッグを持参するようにし
ましょう。
　飲み物はマイボトルを利用するように心がけ
ましょう。

４．資源物は正しく分別する
　資源物を正しくリサイクルすることで新しい
製品や原料として生まれ変わります。きちんと
分別し、貴重な資源を大切にしましょう。

　昨年度は、子ども会、自治会
など50もの団体が集団回収（リ
サイクル）に取り組みました。
　回収量は約237㌧で、町から
リサイクル推進事業奨励金約
273万円を交付しました。
　リサイクル活動を年度内に４
回以上行うと、総重量に対する
加算金（２円／㌔）もあります。
　家庭ごみの減量化や地域のリサイクル活動にご協力を
お願いします。

推進事業対象品目と単価
種類 交付金額

古紙類
新聞・チラシ、雑誌、
段ボール、牛乳パック、

その他の紙
10円／㌔

布類 古着、毛布など 10円／㌔

缶類 アルミ缶、スチール缶 10円／㌔

びん類 ビールびん、一升びん

ビールびん
� ８円／本
一升びん
� 10円／本

ペットボトル 20円／㌔

　日本の大切な文化である「もったいない」の
こころを大切に、食べ物を無駄にせず、少し意
識したり、工夫するだけで、食品ロスを減らす
ことができます。皆さんそれぞれができること
から食品ロス削減に取り組んでみませんか。
　食品ロスは、国内外で関心が高まっています。
その削減に向けて私たち消費者一人一人が主体
的に取り組むことが重要です。
　本町では、町社会福祉協議会を通して、家庭
に眠っている食品を子ども食堂などの支援を必
要としている人へ提供する「フードドライブ活
動」を実施しています。
　家庭に眠っている食品のうち、賞味期限が一
定期間残っている食品などがあれば、いつでも
環境生活課までお持ちください。

10月は食品ロス削減月間です

地域のリサイクル推進事業に
参加しましょう

10
月
は
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
の
推
進
月
間
で
す
。

再
生
可
能
な
社
会
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

リデュース
廃棄物などの
発生を抑制する

廃棄せずに
再使用する

リユース

別の用途として
再利用する

リサイクル

３Ｒ

再生可能な社会の実現


